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(b)Slitpartextension
Fig.2Soundpressureandnetintensity distribution around slitresonatorof eA=10mm ,bA=4mm,at512Hz･
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ExperienccexpressionorlngardaltdThortialfbmulafKosten lO 2 ⅠNGlO-2
4 ⅠNG10-4
30 2 lNG30-24 l 304




Brassplale 10 2 BRSlO-24 BRS10-4
Steelplate 10 4 STL10-4
足すべき一致を示しており,簡単な陽的計算で
あるにも関わらず有効であることがわかる｡ま
た,共鳴周波数付近から離れた周波数では,計
算値に比べ実験による吸音率が大きい｡これは
剛壁条件による数値計算に対し,実験ではダク
ト自体の振動が存在するものとみられ,本数値
解析法については,その有効性が検証できたも
のと考えられる｡
8.まとめ スリット型共鳴器の周辺の音場や
吸音率の予測における壁面空気粘性および熱
伝導散逸を含む数値解析手法の有効性,また,
lngardの円形断面開口音響レジスタンス経験式
のスリット開口に対する適用性などを明らか
にした｡
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